






































































対　　　　照　　　　例 実　　　　　　験　　　　　　例Digitoxin注射1 2　1　3 4 5 1 2 3 4 5 6 7 8 9
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第4図　Digitoxin致死量百分比〔％LD）
　　　　とQTc増加率との関係
　　　　　　（正常モルモット）
増加率も著明に増加し50％LDでは平均44．8％，60％1．D
では60，5％もの増加率を示した。最大延長率は平均59．7％
LDにおいて64．2％を示した。最大延長に続きブロック状
態に移行するがそのブ・ックの出現は最小60％LD，最大
83．0％LD，平均71、5％　LDであった。
　b）RRの変化：第2図に示すように9例中2例は40
％LDでも全く延長しなかった。10％LDでは7例がわず
かに延長し平均1，05％，20％LDでは2．92％の延長を示
し，漸次％LDが進むにつれて少しずつその延長率を増す
が，PQのそれに比すべくもなく，60％LDでも平均22．0
％の増加率を示したにすぎなかった。9例中1例のみ46．0
％の増加率を示した。最大延長率は平均22．6％で59．7％
LDで起つた。
　c）Tの変化：rg　3図に示すように10％LDでは2例
がその波高を減じ，20％LDでは陽性Tを示した全例がそ
の波高を減少した。漸家％LDに比例して高さを減じ50
％LDでは4例が零線に一致し55．5％LDでは全例が零線
に一致した。
　d）QTcの変化：第4図に示すように10％LDでは4
例中3例が減少したが滅少率は極めてわずかで最大のもの
で71．37％．にすぎず，20％LDでは4着すべてが滅少した
が平均一6．54％にすぎなかった。
　e）STの変化：第5図に示すように20～30％LDで
は9例中4例が，30～40％LDでは残りの5例中3例が降
下し始め他の2例は40～45％LDで降し始め，それらは
％H）が増すにつれて著明にその降下度を強めた。50％
LDでは最大一〇．162　m　vで平均一〇．086　m　v，60％LDで
は最大一〇．233　m　vで平均一〇．125mvに降した。
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考 按
　陽性Tを示．したものは実験例では5例，対照例では3例
のみであったが，140例の無麻酔モルモットについて行っ
たBartmann　u。　Reinert3i）の場合にも最も陽1［生率の高い
第2誘導で45％の陽性度を示しているにすぎない。
　対照例においてもRRの軽度の延長，　QTc，　Tの軽度の変
動を認めたが，これらは何れも麻酔，手術的侵襲，または
アルコール等の影響によるものと考えられる。
　第1表並びに各図から明かなように，私の実験において
最も著明な変化はPQの延長及びそれに続くブロックの出
現並びにSTの盆状降下であるといい得る。次いで丁波高
の減少並びに消失，そしてRRの延長及びQTcの短縮傾
向の順となる。
　PQ及びRRの延長及び丁波高の滅少の諸点はLanadi－
ginをモルモット，．ラットにDigi七〇xinとDigilanidを猫
に与えたHo伽ann　u．　Wienke23）の成績と質的に一致し
ている。これらの点は．詳細な報告がないため量．的比較は出
来ないが，他の多くの研究者等の成績とも一致している。
　QTcに関しては今なお多くめ研究者等の間で意見の一
致を見ていないが，WestIake’M’）は私同様短縮を認めてい
る。上記のHoff‘man　u．　Wienke’i・3）はQTの延長を認め，
猫にDigitoxinを与えたSpang　u．　KorthLO）はQTの短縮
を認めている。一般にはQTの短縮を認める研究者が多い
ようである。QT値についていえば，’私の場合Spang　u．
Korthgo＞同様短縮の傾向にあった。
　Digitalis．配糖体によるSTの鱗状降下については，動物
においては入闇の場合ほど著明でないようである。上記の
Ho貸man　u．　Wienkev3）はSTに関しては全く記載してい
ない。ラットにDigi毛oxinを与えたLendle　u．　Oldepburg
2s` も全く記載していない。　Spang　u。　Kor七h2（，）は猫におい
てWoodburyL’o）は蛙においてDlgitoxinによるST降下
を認めているが，その程度は種々である。私の実験におけ
．るような定型的盆状降下はモルットにDigitoxinを与えた
場合に特に著明に現われるようである。
　次に私の実験において最も興味のあることは，上記の諸’
変化がDigitoxinの致死量に対する百分比（％　LD）と一定
の関係にあることである。致死量の絶対量に対する変化で
は各例の聞にかなりの個体差が見られるが，致死量の百分
比に対する変化ではそれらの個体差が非常に縮められる。
即ち致死量の20％LD位投与された頃からPQ延・長が著明
となり，同時にRRも軽度に延長し，同時にT波も滅少し
始めた。またSTは40％LD附近から降下し始め，平均
71．5％LDで房．室ブロック状態に移行した。
結 論
　正常モルモッ1・の頸静脈より5分おきにDigi七〇xinを注
入し，その閻の心臓の状態を聞撒的va心電図uaより追求し
．≡爽の結果を得た。
　1．注射回数に比例して著明に増加するPQの延長とそ
れに続くブロックの出現を認めた。
　2．RRも注射回数の増加につれて延長したがその程度
はあまり著明でなかった。
　3．QTcは軽度の短縮傾向を認めた。
　4，T波高は漸弐その高さを減じ遂に零線に一致した。
　5．定型的STの盆状降下を全例に認め，その降下度は
注射回数の増加につれて一層著明となった。
　6．上記の所見とDigi七〇xin量との間には一定の関係が
あった。即ち注射量が20％LDに達する頃から急激にPQ
が延長し始め，同時にRRも軽度に延長しT波も高さを滅
じ始めた。40％LDではST降下が起り始め50％LDでは
丁波が巴鴨に一致した。平均59．7％　LDでPQは最：大延長
に達し平均71．5％LDで房室ブロックが出現した。
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Sumrnary
　　　　Electrocardiographic　studies　wers　carried　out　on　the　heart　action　of　digitox．　in，　by　using
guinea　pigs　subjected　to　injections　of　definite　quantities　of　digitoxin　at　five　minute　inte－
rvals　until　heart　standstill　occurred．
　　　　Electrocadiographic　changes　such　as　prolongation　of　PQ　and　RR　intervals　and　depres－
sion　of　T　waves　commened　to　be　presented　when　approximately　200／o　of　the　lethal　dose
was　administered，　and　became　more　marked　with　the　increase　of　dose　of　digitoxin．　The
doses　of　digitoxin　whieh　produced　maximal　prolongation．of　PQ　in’tervals　were　61．50／o　LD
in　average，　at　which　time　atrioventricular　block　and　deformation　of　waves　were　p’roduced．
The　rate　of　increase　of　RR　intervals　was　not　so　prominent　as　that　of　PQ．　ST　segment
showed　a　typical　tray－formed　sinking　and　T　waves　ended　in　disappearance　in　all　cases．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Feb．　18，　1956）
